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パブリックコメント募集案件概要書 

【案件名：第４次つくば市生涯学習推進基本計画（案）】 

つくば市教育局生涯学習推進課 

 

○ 計画等を必要とする背景・提案に至るまでの経緯 

生涯学習関連事業を体系的かつ効果的に推進するため、令和３年度に第３次つ

くば市生涯学習推進基本計画を策定し推進してきたが、計画の最終年度を迎える

にあたり、これまでの取組を検証し、社会情勢や市民要望の変化に対応した生涯

学習推進に向けた新たな計画を策定する。 

 

○ 他の自治体の類似する計画等の事例 

茨城県内 44 市町村のうち、13 の自治体（土浦市・日立市等）で策定されている

ほか、茨城県でも策定されている。その他、全国の市区町村で策定されている。 

 

○ 未来構想における根拠又は位置付け 

つくば市未来構想 

Ⅱ 誰もが自分らしく生きるまち 

 

○ 関係法令、条例等 

 

つくば市教育大綱 

 

 

○ 計画等の実施により予測される影響及び効果（算出できるものはコストを含む。） 

 本計画の実施により、自己実現を図る生涯学習に取り組むことができる環境を

これまで以上に広げることができ、さらに様々なつながりをもとに生涯学習の成

果をいかして地域や社会の課題に挑戦することで、地域、そしてつくば市をさら

によりよいものとすることが期待できる。 
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第４次 
つくば市 
生涯学習推進 
基本計画(案) 

 

令和 8 年(2026 年) 月 

〔対象期間〕 
令和 8年度（2026年度）から 
令和 12年度（2030 年度）まで 

  

【概要版】 
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計画策定の目的 

■本市では、「つながる 広がる つくばの生涯学習」を基本理念に掲げた「第３次つくば市生涯学

習推進基本計画」（以下、「第３次計画」。）を令和３年(2021 年)３月に策定し、生涯学習に関する

施策を推進してきました。 

■この度、第３次計画が最終年度を迎えることから、これまでの取組を検証するとともに、市民ニ

ーズや昨今の社会情勢の変化に対応した新たな「第４次つくば市生涯学習推進基本計画」（以下、

「第４次計画」。）を策定することとしました。 

計画の位置づけ 

■本市の最上位計画である「つくば市未来構想」、「戦略プラン」、教育、学術及び文化の振興に関す

る根本的な方針である「つくば市教育大綱」（以下、「教育大綱」。）に基づき、生涯学習に関する

施策を総合的に推進するための基本計画です。 

■策定にあたり、国・県の生涯学習に関する計画や方針等を踏まえるとともに、本市の生涯学習に関連す

る各種計画等との整合を図ります。 

計画期間 

■計画期間は令和８年度（2026 年度）～令和 12 年度（2030 年度）までの５年間とします。 

 

 

 

 

基本理念 

■第４次計画では、本市の未来構想の理念「つながりを力に未来をつくる」と、教育大綱の最上位目

標「一人ひとりが幸せな人生を送ること」を基盤に、市民一人ひとりの幸せと地域の好循環を生み

出す持続可能なまちをめざし、多様な学びの機会の充実と「社会力」の育成・活用を進めることを

目的として、基本理念を次のとおり設定します。 

 

  学びを楽しみ 学びがめぐり 学びでつながる 

幸せのまちつくば 

計画策定の趣旨 

計画の基本的な考え方 
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計画の体系 

  

   

計画の基本的な考え方 
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■基本方針１と２に対応する５つの基本目標を定めます。さらに基本目標ごとに「施策の方向

性」とこれに紐づく「主な取組」を位置づけています。 

※主な取組について：（新）マークがついている取組は、第４次計画から新たに位置づけた取組となります。 

 

基本目標１ 誰一人取り残さない学びの充実 
誰もが学びに出会い、自分らしく学び続けられるよう、参加のしやすさの確保と 

多様な学びの提供を進めます。 

施策の方向性 主な取組 

❶多様な学びの充実 

障害者や支援者を対象とした講座やイベント（障害者スポーツ講座、

チャレンジアートフェスティバル、おひさまサンサン生き生きまつり）

の開催、男女共同参画・ダイバーシティ推進セミナー事業、国際交流

協会の支援、（新）生涯学習スタートアップ事業 

❷参加機会の拡充 
地域交流センター等の夜間・休日における学習機会の提供、（新）乳児学

級・（新）幼児学級・家庭教育学級の開催、オンラインによる講座開催 

❸主体的な学びの促進 
地域交流センター等での学級・講座の充実、スポーツ教室の充実、読書

推進事業、つくば市域における図書館の連携、（新）生涯学習スタートア

ップ事業 

 

基本目標２ 学びを支える環境の充実 
一人ひとりに合った学びにアクセスでき、あらゆる世代の多様な人々が集い学べる 

環境を整えます。 

施策の方向性 主な取組 

❶学びの情報提供・ 

相談体制の充実 

市民活動相談業務、SNS を活用した活動団体の広報、外国人向けイベン

ト情報の発信、生涯学習指導者情報の提供、市職員向けの広報セミナ

ーの実施 

❷市民が集う 

学びの場の充実 

図書館利便性向上事業、市民交流施設利便性向上事業、学校施設開放事

業、（新）若者のための居場所の検討と創出、（新）読書環境の充実と集

いの場の創出、（新）つくば科学フェスティバル、つくばちびっ子博士、

チャレンジアートフェスティバル、おひさまサンサン生き生きまつり 

  

誰もが自分らしく楽しく学べる生涯学習の推進 基本方針１ 

施策の展開 
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基本目標３ 気づきとつながりを育む意識づくりの推進 
「社会力」への気づきを促し、ファーストステップを踏みだす市民の意識醸成を 

図ります。 

施策の方向性 主な取組 

❶「社会力」への気づきを 

促す取組の充実 

つくば人間学講座、「社会力」を持った人材の育成講座、（新）青少年

体験学習事業 

❷地域や地域のつながりを

知るための取組の充実 

多文化共生推進事業、文化財展示講座事業、筑波山地域ジオパーク体

験学習・講座、（新）自然環境教育事業、（新）ゼロカーボン教育・啓発

事業、出前講座事業、（新）青少年体験学習事業、つくばちびっ子博士、

（新）科学出前レクチャー、（新）科学フェスティバル 

 

基本目標４ 学びの成果をいかした活動の支援と人材育成の推進 
学びと実践をつなぐ仕組みを整え、活動する市民・団体の支援と人材育成に 

努めます。 

施策の方向性 主な取組 

❶学びの成果をいかした 

活動の支援・促進 

高齢者生きがい活動支援事業、文化団体等育成支援事業、（新）青少年

健全育成活動の支援、（新）つくば市民文化祭の開催、市民活動団体支

援事業 

❷「社会力」を発揮できる 

多様な人材の育成 

生涯学習指導者情報提供事業、文化財サポーターの育成、地区リーダ

ー勉強会の開催、市民活動支援事業、（新）青少年体験学習事業 

 

基本目標５ 持続可能な学びとつながりの好循環の創出 
学びの拠点とネットワークを活用し、市民の学びとつながりが発展・循環する 

仕組みづくりを進めます。 

施策の方向性 主な取組 

❶共に育てる学びの 

ネットワークづくり 

地域まちづくり支援事業、（新）つくば SDGs パートナーズ事業、市民

活動支援事業、（新）コミュニティ・スクール運営の支援、地域交流セ

ンター等講座・学級の充実、（新）大学生・地域ボランティアによる学

習支援活動 

❷地域で学び続ける 

仕組みづくり 

（新）コミュニティ・スクール運営の支援、（新）周辺市街地活性化協議

会の運営支援、つくばちびっ子博士、（新）科学出前レクチャー、（新）

科学フェスティバル 

地域全体で「社会力」を育み、いかす生涯学習の推進 基本方針２ 
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■本計画では「基本理念」である「学びを楽しみ 学びがめぐり 学びでつながる幸せのまちつく

ば」を実現するために「基本方針」、「基本目標」を定め、「基本目標」を施策に落とし込んだ「施

策の方向性」を位置づけています。「施策の方向性」には「主な取組」を位置づけており、これに

より市民の生涯学習活動を支援していきます。 

■本市の５年後の未来、「幸せのまちつくば」に向けて、「主な取組」が市民に届き、それが市民

の活動へとつながっていく様子と、そのイメージを「５人の未来の物語」に乗せて示します。 

■「青少年」、「働く世代」、「子育て世代」、「障害者」、「高齢者」といった、

様々なライフコース、ライフステージにある５人が本市で学んでいる姿

を物語として計画書に示しました。本概要版では、その物語の【導入版】

を載せています。 

５人の未来の物語【完全版】は計画書本編（37ｐ-41ｐ）へ→ 

 
 
  

つくばの学びの未来像 —５人の「未来の物語」－ 

青少年 

高野さん（13 歳） 

居住歴１3 年。生まれも育

ちもつくば市。現在は市内

の中学校に通う中学 1 年

生。両親もつくば市生まれ

つくば市育ち 

横田さん（27 歳） 

居住歴３年。大学院卒業後、就

職を機につくば市に。建築士

として市内の企業に勤める。現

在は一人暮らし 

働く世代 

パブリックコメント資料 
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中村さん（70 歳） 

居住歴35年。転勤を期につく

ば市に。現役時代は研究職員

として市内企業に勤務。退職

後は夫婦２人＋犬１匹暮らし 

 

 

田中さん（52 歳） 

居住歴２年。市内企業勤務。

夫婦２人＋息子１人（高校 3

年生）の３人暮らし 

 

小林さん（46 歳） 

居住歴 36 年。大学時代・新

社会人時代は関西に居住。

結婚を機に地元に。夫婦２人

＋子３人（幼児１、小学生２）

の５人暮らし 

 

子育て世代 

障害者 

高齢者 
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計画の進行管理と推進体制 

(1) 計画の進行管理 

本計画では、第４次計画の基本理念を実現するために、基本目標ごとに位置づけている

「施策の方向性」を毎年度評価・検証し、評価の結果をもとに、PDCA（Plan：計画、Do:実

行、Check:評価・検証、Action：改善）サイクルによる進行管理を進めます。 

 

(2) 計画の推進体制 

本計画の推進体制は、各部長等で構成される「生涯学習推進本部」及び市議会議員、各

種団体等の代表者、学識経験者、市民委員から構成される「生涯学習審議会」、そして両会

議に実施状況の報告を行う事務局と関係各課で構成するものとします。 

また、計画全般の進行管理や評価は、事務局及び関係各課からの実施状況の報告に基づ

き「生涯学習推進本部」において実施し、「生涯学習審議会」に報告・諮問します。「生涯

学習審議会」は諮問を受けて審議を行い、今後の取組の改善にいかしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第４次つくば市生涯学習推進基本計画【概要版】 

発行：つくば市教育局生涯学習推進課  住所：〒305-8555 茨城県つくば市研究学園一丁目１番地１ 

電話：029-883-1111（代表）      発行年月：令和８年（2026年） 月 
 

具体的な計画・目

標を立てる 

スケジュールに

沿って進行 

達成度や課題点

を把握する 

改善点を反映し

次年度の計画へ 

計画の推進 

生涯学習推進本部 

進捗管理・内部評価 

 

生涯学習審議会 

進捗管理・外部評価 

事務局（計画主管課） 

計画事業担当課・その他各部署 

市 
 
 
 

民 

連携・協力 

意見把握 

施策展開 

意見・答申 

報告・諮問 

実施状況 

の報告 

進行管理 

・評価 

実施状況 

の報告 
進行管理 

・評価 
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